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１．はじめに   

（１）目的 

本マニュアルは、川崎市域や川崎市の水源等において、大規模災害や水質汚染

事故等の発生により著しく水道施設に損傷を受け、通常の給水に支障を生じる

場合に、災害時相互応援協定に基づき他都市が川崎市において応援活動をする

際の事前準備や活動内容の概要等を事前に周知することにより、迅速かつ円滑

な応援活動を行うことを目的としています。 

（２）用語の定義 

本マニュアルに記載されている用語の定義は次のとおりです。 

用語 説明 

応援活動 応急給水活動および応急復旧活動のこと 

応援隊 応援活動をしていただく水道事業体のこと 

応援本部 応援隊の総括を行う組織のこと 

応援隊拠点 応援活動を展開するための基本的な足場となる場所や施設のこと 



2 

（３）川崎市上下水道局の受援体制 
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２ 応援活動にあたっての事前準備  

（１）宿泊施設 

応援隊での確保をお願いします。なお、宿泊施設の情報を提供いたします。ま

た、長沢浄水場内の「水とかがやく未来館」の 2階部分は、保管しているダンホ

ーム、敷物等を利用することで応援隊の休息の補助として活用できます。 

（２）食料 

可能な限り応援隊での確保をお願いします。 

（３）事務用品 

ペンや消しゴムなどの事務用品については、応援隊での準備をお願いします。

なお、コピー機については、モノクロ（Ａ４・Ａ３判）を利用できます。 

（４）事務及び通信機器 

パソコンや携帯電話などの事務及び通信機器については、応援隊での準備を

お願いします。なお、応援隊拠点に無線ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）接続サービスを導

入しております。無線ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）対応機器からインターネット接続を

利用できます。ただし、外部パソコンから局内ネットワークに接続されている本

市プリンターの使用（印刷）はできません。 

（５）機器の充電 

応援隊拠点のコンセントを利用できます。ただし、数に限りがあり混雑が予想

されるため、モバイルバッテリーを携行されることをお勧めします。 

（６）車両（緊急通行車両の手続き） 

被災状況により一般車両の通行が禁止・制限されることがありますので、所轄

の警察署で緊急通行車両の確認手続を行ってください。交付後は、証明書を車両

に備え付け、標章は当該車両の前面の見やすい箇所に提示してください。 

（７）ガソリン等の燃料 



4 

活動時の給油（補給）の可能なガソリンスタンド等の情報を提供いたします。

なお、給油（補給）の際には、現金での取り扱いとなることが考えられますので、

各応援隊にて事前のご用意をお願いします。 

３ 応援活動の参加          

（１）応援隊の参集場所 

応援隊の参集場所は、 

長沢浄水場（ながさわじょうすいじょう） 

〒214-0034 

神奈川県川崎市多摩区三田５－１－１ 

（かながわけん かわさきし たまく みた 5-1-1） 

になります。ただし、被災状況によって参集場所が変更になる場合には、「応

援要請書」（日水協様式５）により連絡します。 

（２）川崎市上下水道局の受援担当 

川崎市上下水道局では、災害時における組織体制として上下水道部本部会議

のもと役割に応じた班を構成しており、次の班が担当します。 

内 容 担当班 

応援隊の電話窓口・応援隊の受付 庶務班 

応援隊拠点での説明等 【水管理センター】水道復旧班 

応急給水活動に関すること 応急給水班 

応急復旧活動に関すること 水道復旧班 

（３）応援活動の受付 

長沢浄水場の正門すぐの水管理センター※内で、応急給水活動を行う応援隊は

「応急給水応援体制報告書」（日水協様式１２）、応急復旧活動を行う応援隊は
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「応急復旧応援体制報告書」（日水協様式１７）により受付を行ってください。 

※（６）「長沢浄水場の施設配置図」を参照 

（４）応援隊の入所にあたって 

応援活動参加受付後、次の項目について説明します。 

①川崎市の被害と対応状況（ライフライン、交通、食料、燃料確保） 

②水道施設の被害と対応状況（水道施設の概要） 

③応援隊拠点の施設利用について（応援活動の留意点） 

④その他、必要な事項 

（５）応援隊の班分け 

入所にあたっての説明後、「応援本部」、「応急給水応援隊」、「応急復旧応援隊」

に分かれていただきます。 

受付場所 

駐車場

出入口 

（６）長沢浄水場の施設配置図 
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（７）長沢浄水場の案内図（神奈川県川崎市多摩区三田５－１－１） 

〔公共交通機関利用〕 小田急線 生田駅より約２㎞ 向ヶ丘遊園駅より約 3.5 ㎞ 

〔東名高速道路利用〕 東名自動車道 川崎 ICより約 3.6 ㎞

清水台交差点を右折
東名川崎 IC を出た

ら左折 

東京都水道局長沢浄

水場の給水タンクが

見えたら左折

長沢浄水場

清水台交差点

東名川崎 IC

中央卸売市場

北部市場 

聖マリアンナ

医科大学病院

川崎国際生田緑地ゴルフ場
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４ 応援本部              

（１）基本方針 

①応急給水 

本市の応急給水班の担当者が、応急給水活動にあたっての基本方針を策定し

ます。基本方針には、①初期活動段階、②調査・準備段階、③復旧段階と応急復

旧作業の進展に合わせた段階的な応急給水活動の方針が示されます。 

 ②応急復旧 

本市の水道復旧班の担当者が、応急復旧活動にあたっての基本方針を策定し

ます。基本方針には、応急復旧活動を実施する範囲が示されます。 

（２）応援活動にあたっての説明 

応援本部の設置後、応急給水活動及び応急復旧活動の基本方針を本市担当者

より説明します。なお、応援活動にあたっての応急給水応援隊及び応急復旧応援

隊への情報提供及び活動の一部（入所から応援活動まで）を委任いたします。 

また、被災の規模等により応援隊を多数要請し、市内を分割して各々対応する

場合は、現地調整隊や応援幹事水道事業体に、その分割（割振り）された地区へ

の給水実施計画、漏水調査や管路復旧の実施計画の策定等の応援隊への活動指

示及び活動報告の集計等の一連の活動の一部またはすべてを委任いたします。 

（３）活動内容 

①応急給水実施計画の策定 

応急給水の基本方針に基づいた応急給水活動の実施計画の策定をお願いしま

す。なお、応急給水活動の実施計画には、活動区域までの経路、交通状況（緊急

輸送路等）、燃料等の調達方法、ﾊﾞﾙﾌﾞ操作方法、運搬給水順位、注水地点及び注

水地点までの経路等を定めてください。 

②漏水調査及び管路復旧の実施計画の策定 

応急復旧の基本方針に基づいた漏水調査及び管路復旧の実施計画の策定をお

願いします。漏水調査及び管路復旧の実施計画では、応急復旧活動を実施する範

囲のブロック割を行ってください。 

③応援隊への対応 
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応援隊に対して、基本方針や実施計画を周知していただくとともに、応急給水

活動及び応急復旧活動の詳細について説明をお願いします。また、実際の活動に

あたっては、応援隊への活動指示、活動報告後の結果の集計をお願いします。 

受援体制（例示）
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５ 応急給水応援隊           

（１）応急給水活動にあたっての説明 

応急給水活動については、次の項目について説明します。 

①応急給水の基本方針 

②応急給水実施計画 

③応急給水活動の作業内容 

→情報共有体制、情報伝達ルート 

④作業資器材の貸出し及び操作方法 

説明後、応急給水作業にあたり運搬給水に必要となる市内の地図のほか、注水

地点や避難所、医療機関等の資料を提供します。また、それらを記録した DVD を

お貸しします。 

（２）工具等の貸出し 

応援活動に必要な工具について、持参した工具等の故障などの場合は、貸出し

専用の工具はありませんが、できる限り貸出しいたします。ご所望の方は、貸出

場所を案内しますので申し出てください。なお、貸出しの際には身分証の提示と

「工具等の借り受け表」（川崎市様式１）の提出が必要になります。 

（３）活動内容 

応援本部からの指示に従い、応急給水活動を行ってください。活動後は、「応

急給水作業指示書・報告書」（日水協様式 13）により応援本部までご報告をお願

いします。また、状況に応じて応急給水活動に関する書類（日水協様式 14～15）

の作成依頼をする場合がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。 
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６ 応急復旧応援隊           

（１）応急復旧活動にあたっての説明 

応急復旧活動については、次の項目について説明します。 

①応急復旧の基本方針 

②漏水調査計画及び管路復旧計画 

③応急復旧活動の作業内容 

→情報共有体制、情報伝達ルート 

→配水管や給水引込管の材料や仕様等 

④作業資器材の貸出し及び操作方法 

説明後、応急復旧作業にあたり必要となる水道配管図（1：5000）、給水管分岐

台帳（1：700）の資料を提供します。給水管分岐台帳には個人情報が含まれてい

るため、取扱いには十分ご注意ください。 

（２）工具等の貸出し 

応援活動に必要な工具について、持参した工具等の故障などの場合は、貸出し

専用の工具はありませんが、できる限り貸出しいたします。ご所望の方は、貸出

場所を案内しますので申し出てください。なお、貸出しの際には身分証の提示と

「工具等の借り受け表」（川崎市様式１）の提出が必要になります。 

（３）材料等の提供 

活動に必要な材料について提供（貸与）いたします。ご所望の方は、提供（貸

与）場所を案内しますので申し出てください。なお、貸出しの際には身分証の提

示と「材料等の借り受け表」（川崎市様式２）の提出が必要になります。 

（４）活動内容 

応援本部からの指示に従い、応急復旧活動を行ってください。活動後は、「漏

水調査受付書・報告書」（日水協様式 18）により応援本部までご報告をお願いし

ます。また、状況に応じて応急復旧活動に関する書類（日水協様式 19～22）の

作成依頼をする場合がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。 
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応急復旧作業のフロー

庶務班

応援水道事業体

応援本部

応援体制の報告

水道復旧班

修理作業の集約

漏水調査

受付書

・報告書

（日水協18）

漏水調査

受付書

・報告書

（日水協18）

漏水調査

受付書

・報告書

（日水協18）

管路修理

報告書

（日水協20）

応援活動の受付

応急復旧の基本方針の策定

漏水調査計画・管路復旧計画の策定

漏水調査指示

修理の判断

漏水修理依頼

漏水修理工事開始

漏水修理工事終了

修理結果の集約

管路修理

集約表

（日水協21）

被害率の算定

管路被害

算定表

（日水協22）

応急復旧

活動対応表

（日水協19）

漏水調査

応急復旧

応援体制

報告書

（日水協17）

工具等の

借り受け表

（川崎市１）
材料等の

借り受け表

（川崎市２）

入所にあたっての説明

応急復旧活動にあたっての説明

応援隊拠点に入所

応急復旧活動に着任
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７ 川崎の上水道・工業用水道の概要           

（１）川崎の水道の概要 
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（２）川崎の工業用水道の概要 
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（３）施設の概要 
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（４）統計 
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（５）配水ブロック図

配水方式                 自然流下方式 

         平均水圧                 0.37Mpa（基準点（本庁舎））

     市内 48 箇所調査場所の水圧      0.165Mpa～0.580Mpa 
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８ 川崎市の器材規格等                  

（１）小口径配水管（50mm～350mm） 

  ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｲﾌﾟである小口径配水管（50mm～350mm）、管路付属設備、給水装置の

仕様等をまとめています。 

表-1 は、平成 30 年度末現在の管種別の管路延長となります。 

・ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管（耐震継手）：GX 形、NS 形、SⅡ形、S50 

・ 〃   （非耐震継手）：K形、T形、A形 

・鋼管及びｽﾃﾝﾚｽ鋼管：水管橋部含む。（ｽﾃﾝﾚｽ鋼管は、平成 13 年度より導入） 

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管：多層ﾊﾞﾘｱﾊﾟｲﾌﾟ（施工期間は、平成 18 年度～平成 21 年度） 

表-1 配水管の管路延長（平成 30 年度末現在）          （単位：km） 

（２）管路付属設備 

① 仕切弁 

原則、配水管口径と同口径の耐震継手形ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁を設置しています。ただ

し、ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 NS 形を採用していた期間は、年代によりｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁の継手

形式が異なります（表-2）。 

耐震継手 非耐震継手

350 31.40 64.07 2.89 1.27 0.04
300 61.08 122.18 1.42 5.34 0.39
250 0.04 0.61 0.03 0.09 0.10
200 11.25 236.32 3.84 1.01 0.22 0.03
150 99.55 280.70 6.51 0.65 0.28 0.02
100 291.34 871.20 10.88 0.75 0.41 1.42
75 10.56 4.29 1.50 0.24 0.04 0.43 2.30
50 0.07 0.08 0.31 0.25

ﾋﾞﾆﾙ管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
口径

（mm）
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

鋳鉄管 鋼管 ｽﾃﾝﾚｽ鋼管
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表-2 仕切弁の仕様 

② 消火栓等 

消火栓は火災発生時の消防水利としての機能を果たす目的として、排水弁及

び多排空気弁は、管内排水時における吸気、充水時の排気及び水質保持を目的と

して設置しています。排水弁と単口消火栓、また、多排空気弁と空気弁付単口消

火栓は、同一の仕様となります（表-3）。 

双口消火栓は、JWWA B 103 の規格と異なり 2個の口金に対し独立した 2個の

主弁を設け、各々が独立して操作できるようにしています。 

蓋・筐については、平成 17 年度より円形（ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ）に移行し、そ

れ以前は角形（ｺﾝｸﾘｰﾄ製ﾎﾞｯｸｽ）を使用していました。 

なお、いずれの弁栓も補修弁を設置しています。 

表-3 消火栓等の仕様 

③ 空気弁 

口径 350mm 以下の配水管には単口空気弁（急速空気弁 25mm（JWWA B 137））、

水管橋などの露出配管には、不凍結ﾀｲﾌﾟの空気弁を設置しています。空気弁機能

ﾊﾞﾙﾌﾞ名称 ﾊﾞﾙﾌﾞの種類 継手形式 材質 弁座 開閉操作 ｷｬｯﾌﾟ

ｽﾙｰｽ弁
ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
ﾀﾞｸﾀｲﾙ仕切弁

ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞ仕切弁

ﾌﾗﾝｼﾞ
耐震継手
(ｿﾌﾄｼｰﾙ仕
切弁のみ)

鋳鉄
鋳鉄
ゴム

開:右回り
閉:左回り

JIS規格

名称
呼び径
（mm）

ﾌﾗﾝｼﾞ付
T字管

補修弁 ﾌﾗﾝｼﾞ短管 開閉操作 口金 蓋・筐

単口消火栓
空気弁付単口消火栓

排水弁
多排空気弁

75 円形3号
φ500

双口消火栓 100 円形4号
φ600

形式2
(GF)

ﾚﾊﾞｰ式
ﾎﾞｰﾙ弁

開:左回り
閉:右回り

JIS規格

φ65
形式2

(RF-GF)
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のほか排水機能を必要とするときは、多排空気弁を設置しています。 

（３）給水装置 

① 給水方式 

給水方式には直結式及び受水槽式があります。直結式には、配水管の水圧を利

用して直接給水する直圧式（地上２階までの直結直圧式、３階直結直圧式、特例

直結直圧式）と増圧給水設備により給水管の水圧を増して給水する増圧式（直結

増圧式）があります。なお、特例直結直圧式とは、直結増圧式により給水する場

合に増圧給水設備の設置を猶予し、直結直圧式にて給水する方式のことです。図

-1 は給水方式の系統図となります。 

② 配水管からの取出し口径、方法及び第１ﾊﾞﾙﾌﾞまでの仕様 

現行の配水管からの給水管の取出し可能口径及び取出し方法は表-4 のとおり

となります。また、配水管又は他の給水管への取出し口に最も近い宅地内の位置

にﾊﾞﾙﾌﾞを設置しています（以下「第１ﾊﾞﾙﾌﾞ」という。）。配水管から取出す給水

管の最小口径は第１ﾊﾞﾙﾌﾞまでを 25mm としています。 

第１ﾊﾞﾙﾌﾞまでの仕様を表-5 に示し、図-2 では一般的な配管例を記載してい

図-1 給水方式系統図
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ます。また、取出しから第１ﾊﾞﾙﾌﾞまでの間に中間ﾊﾞﾙﾌﾞを設ける場合は、第１ﾊﾞ

ﾙﾌﾞと同様の材質としています。中間ﾊﾞﾙﾌﾞの設置条件は、①取出し部とは別路線

の道路（私道を含む）を縦断する場合、②共用使用する給水幹線の場合、③道路

部分の延長が 20m 以上の場合、④その他維持管理に必要と認められる場合とし

ています。 

表-4 配水管からの給水管の取出し口径及び方法 

表-5 取出しから宅地内第１ﾊﾞﾙﾌﾞまでの仕様及び材料変遷 

現行 変遷 現行 変遷 材質 位置

25
～S46頃：ねじ込み式分水栓

S47～S63頃：方ﾌｯｸ分水ｻﾄﾞﾙ
S63頃～ ：ｻﾄﾞﾙ付分水栓

止水栓

40
50
75
100
150
200
250
300

取出方法 宅地内第１ﾊﾞﾙﾌﾞ

ｿﾌﾄｼｰﾙ
仕切弁

青銅製
仕切弁

境界より
１m程度

口径
（mm）

ｻﾄﾞﾙ付分水栓 PD、VD、SUS

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管
GX形及びNS形

不断水割T字管・
割T字管+ｿﾌﾄｼｰﾙ
仕切弁・二受T字管

二受T字管

～H10頃：割T字管、ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管等
H9頃～ ：ｻﾄﾞﾙ付き分水栓

取出～宅地内第１ﾊﾞﾙﾌﾞ

S40年代：LP,GP,VP,
VLP,HIP,VA,VB,etc

S58：LP,VLP,HIP廃止
PA,PB,PC,SUS採用

S62:PD,VD採用
H9：現行へ

DIP,CIP,SP,GP,etc
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（４）埋設深度 

 配水管の口径別導入年度及び埋設仕様となります（表-6）。なお、平成 31 年度

に舗装厚 13cm 以下における口径 300mm から 50mm の埋設深度を一律 0.8m に改定

しました。現行の配水管及び給水管の標準的な埋設深度を示します（表-7）。 

表-6 配水管の口径別導入年度及び埋設仕様 

表-7 埋設深度 

平成12年度まで
舗装厚
13cm以下

舗装厚
13cm以上

350 平成18年度よりNS形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管の導入
（平成27年度より適用口径から除外）

1.2m

300 平成26年度よりGX形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管の導入

250
200
150
100
75
50 平成29年度よりS50形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管の導入

平成3年度より
導入

平成20年度
より導入

0.8m

平成13年度から口径
（mm）

管種 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ 管明示ｼｰﾄ

埋設深度

平成24年度よりGX形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管の導入
（250mm：平成27年度より適用口径から除外）

1.2m 1.2m

0.7m

車道

歩道

舗装厚・路盤厚に0.3m加えた値、かつ0.7m以上

口径50mmまでは、0.3m以上。75mm以上は、0.6m以上。

0.6m以上

公道

私道

宅内

※平成 31 年度より舗装厚 13cm 以下における口径 300mm から 50mm の埋設深度を一律 0.8m に改定
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配水管 50mm～300mm

水道用ｻﾄﾞﾙ付き分水栓 φ50～300×φ25
管穿孔口防錆工法用挿入ｺｱ φ25

分水ｿｹｯﾄ(SUS316)φ25(絶縁構造)

水道用波状ｽﾃﾝﾚｽ鋼管(SUS316)φ25

分水ｿｹｯﾄ(SUS316)φ25

水道用波状ｽﾃﾝﾚｽ鋼管(SUS316)φ25

鋼管接続用ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(SUS316)φ25

止水栓φ25（第 1 ﾊﾞﾙﾌﾞ）

ﾆｯﾌﾟﾙ(PB・VB)φ25―径違いｿｹｯﾄ(PB・VB)
（既設管 φ20 以下の場合）

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 PB

VL ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付ｿｹｯﾄ(HI-LASSS)

既設管

図-2 標準配管例（付替工事φ25宅地内 1m まで） 
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9 参考図書(例)                     

 （１）水道配管図 1：5000 

   送水管と配水管などを大まかに示した市内の配管情報 

 （２）給水管分岐台帳 1：700 

   配水管と給水管、家形などを大まかに示した市内の配管情報 
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10 連絡先（川崎市上下水道局）                    

上下水道部本部（第２庁舎） 

庶務班 

  総務部庶務課庶務係          044-200-3096 

【第２庁舎】水道復旧班 

水道部水道管理課 [管路・危機管理]    044-200-3150 

応援本部（長沢浄水場） 

【水管理センター】水道復旧班 

水道部水道施設管理課         044-900-9710 

11 様式一覧                             

様式は次のとおりです。 

種別 
川崎市

様式 

日水協

資料 
名称 備考

1

応援活動の参加時 

 様式 12 応急給水応援体制報告書  

2  様式 17 応急復旧応援体制報告書  

3 様式１  工具等の借り受け表  

4 様式２  材料等の借り受け表  

5

応急給水活動 

 様式 13 応急給水作業指示書・報告書

6  様式 14 応急給水作業予定表  

7  様式 15 応急給水作業集約表  

8
応急復旧活動 

 様式 18 漏水調査受付書・報告書  

9  様式 19 応急復旧活動対応表  
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10  様式 20 管路修理報告書  

11  様式 21 管路修理集約表  

12  様式 22 管路被害算定表  

13
その他 

 様式 23 黒板（撮影表示板）作成(例)

14  様式５ 応援要請書  




